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2021
6月号

５
月
１
日
、
第
９２
回
福

岡
中
央
統
一
メ
ー
デ
ー
を

昨
年
に
続
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

初
は
冷
泉
公
園
で
の
集
会

を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
に
東
京
や
関
西

の
４
都
府
県
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
福
岡
の
状
態
を
鑑

み
て
集
会
を
断
念
し
ま
し

た
。
今
年
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
と

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
同
時

開
催
に
よ
り
、
幅
広
く
参

べ
き
だ
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

参
加
し
た
各
単
組
か

ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
・

デ
ジ
タ
ル
関
連
・
労
働
者

の
現
状
・
制
度
の
矛
盾
・

加
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し

た
。実

行
委
員

長
の
山
下
和

博
議
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
政
府

は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催

は
絶
対
で
、

国
民
の
生
活

は
二
の
次
に

な
っ
て
い

る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
中

止
し
コ
ロ
ナ

対
策
に
専
念

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
や
人

の
動
き
を
抑

制
す
る
た
め

の
営
業
の
休

止
と
十
分
な

補
償
を
行
う

新
型
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
に
よ
る

雇
用
確
保
と
賃
金
の
引
上
げ

経
済
格
差
是
正
の
訴
え

ひ
っ
迫
し
た
医
療
現
場
の

実
情
な
ど
様
々
な
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
で
は
、

働
く
人
た
ち
の
雇
用
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
生
活

の
安
心
に
つ
な
が
る
賃
金

の
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
経

済
格
差
を
な
く
す
こ
と
な

ど
を
訴
え
る
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

福
岡
市
は
、
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
が
申
請
し
た

メ
ー
デ
ー
名
義
後
援
を
不

承
諾
と
し
ま
し
た
。
不
承

諾
の
理
由
は
、『
対
象
事

業
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
関

連
一
括
法
案
の
廃
案
」
や

「
来
る
べ
き
解
散
総
選
挙

で
は
、
市
民
と
野
党
共
闘

で
政
権
交
代
実
現
」
を
目

指
す
と
い
う
特
定
の
主
義

主
張
に
立
脚
し
た
宣
言
が

そ
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
承
諾
の
基
準

「
行
政
の
中
立
性
を
損
な

う
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
」

を
満
た
さ
な
い
と
判
断
さ

れ
る
た
め
。（
要
約
）』
で

す
。今

回
の
申
請
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
は
行
わ
な
か
っ

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
わ

れ
、
メ
ー
デ
ー
チ
ラ
シ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
改
憲

手
続
法
強
行
許
す
な
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
、

学
校
現
場
へ

の
変
形
労
働

時
間
制
導
入

反
対
、
消
費

税
減
税
、
原

発
ゼ
ロ
、
デ

ジ
タ
ル
関
連

一
括
法
案
反

対
な
ど
に
関

し
て
内
容
を

確
認
し
て
き

ま
し
た
。

名
義
後
援
不
承
諾
は

裁
量
権
の
逸
脱
だ

高
島
市
長
は
、
安
倍
前

首
相
の
墓
参
り
に
同
席
す

る
な
ど
非
常
に
距
離
が
近

く
、
政
権
批
判
の
声
に
対

し
て
敵
対
す
る
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

メ
ー
デ
ー
の
名
義
後
援
の

不
承
諾
だ
け
で
は
な
く
、

「
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
」
の
名
義
後
援
を
不
承

諾
に
し
た
り
、
取
り
消
し

た
り
し
た
こ
と
か
ら
も
伺

え
ま
す
。
メ
ー
デ
ー
宣
言

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
国
民
の

く
ら
し
の
要
求
で
す
。
そ

こ
に
踏
み
込
む
こ
と
は
市

長
の
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
今
後
、
実
行

委
員
会
で
抗
議
を
す
る
方

向
で
進
め
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

雇
用
情
勢
の
悪
化
が
続

き
、
非
正
規
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
で
働
く
人
た
ち
の
生

活
に
も
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
米
地
議
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
ら
な

い
中
、
行
動
の
自
粛
や
制

限
な
ど
困
難
は
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
の
運
動
が
必
要

で
す
。
世
論
か
ら
支
持
さ

れ
る
運
動
を
展
開
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。」と
訴
え
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
運
動

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
は
、
米
地
議
長
の

『
団
結
が
ん
ば
ろ
う
』
で

第
９２
回
福
岡
中
央
統
一
メ

ー
デ
ー
を
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

《
福
岡
市
が
メ
ー
デ
ー
の
名
義
後
援
不
承
諾
》

高
島
市
長
は

市
民
の
く
ら
し
の
要
求
に
踏
み
込
む
な

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
の
山
下
和
博
議
長
の
あ
い
さ
つ

コロナ禍でもメーデーコロナ禍でもメーデー
　　　　　　　　今年もオンライン開催　　　　　　　　今年もオンライン開催
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２
０
１
５
年
に
提
訴
し

て
闘
わ
れ
て
き
た
「
生
活

保
護
基
準
引
下
げ
違
憲
訴

訟
」
の
福
岡
地
裁
判
決
が

５
月
１２
日
に
出
さ
れ
、「
厚

生
労
働
大
臣
に
裁
量
権
の

逸
脱
や
濫
用
は
認
め
ら
れ

ず
適
法
」
と
名
古
屋
地
裁

や
札
幌
地
裁
判
決
と
同
様

に
国
の
言
い
分
そ
の
も
の

を
認
め
る
不
当
な
判
決
を

行
い
ま
し
た
。

生
活
保
護
と
年
金
の
二

つ
の
違
憲
訴
訟
を
支
援
す

る
会
（
略
称
　
い
か
ん
よ

貧
困
・
福
岡
の
会
）
は
、

多
く
の
原
告
と
生

活
保
護
利
用
者
の

厳
し
い
現
状
に

も
、
厚
労
省
の
基

準
額
見
直
し
の
や

り
方
に
つ
い
て
も

直
視
せ
ず
に
、
行

政
の
や
り
方
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
機
能

を
放
棄
し
た
裁
判

所
の
、
今
回
の
判

決
に
対
し
て
、
強

い
抗
議
の
表
明
を

行
い
ま
す
。

判
決
の
日
は
、

朝
か
ら
雨
と
三
度

「
市
民
の
会
」
は
４
月

２６
日
、高
島
市
長
に
対
し
、

「
コ
ロ
ナ
の
検
査
と
補
償

の
拡
充
等
に
関
す
る
申
し

入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

市
側
は
市
長
室
秘
書
課

長
、
保
健
福
祉
局
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
担
当
課
長
、
経
済
観
光

文
化
局
政
策
調
整
課
長
、

文
化
振
興
課
長
、
教
育
委

員
会
教
職
員
第
一
課
長
が

対
応
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
は
、「
緊

急
事
態
宣
言
が
終
わ
っ
て

も
客
が
元
に
戻
ら
な
い
。

２
回
目
の
持
続
化
給
付
金

を
」「
業
務
委
託
契
約
で

働
く
人
が
、
形
式
上
労
働

者
で
は
な
い
と
し
て
コ
ロ

ナ
の
支
援
策
か
ら
漏
れ
て

い
る
」「
医
療
・
介
護
従

事
者
に
早
く
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
」
な
ど
切
実
な
声
か

ら
、
市
民
の
会
と
し
て
①

感
染
拡
大
を
抑
え
る
た

め
、検
査
の
抜
本
的
拡
充
、

②
地
域
経
済
・
市
民
生
活

・
文
化
芸
術
を
維
持
す
る

た
め
の
十
分
な
補
償
・
支

援
、
③
安
心
し
て
過
ご
せ

る
学
校
へ
、
早
急
な
教
員

増
員
と
保
育
の
人
員
増
、

④
市
長
と
し
て
国
に
対
す

る
要
望
を
行
う
よ
う
に
要

請
し
た
も
の
で
す
。

市
長
と
し
て
国
に
対
す

る
要
望
の
内
容
は
、
①
全

額
国
費
に
よ
る
社
会
的
検

査
の
抜
本
的
拡
充
。
②
持

続
化
給
付
金
の
再
給
付
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
延
長

と
拡
充
、
特
別
定
額
給
付

金
の
再
給
付
。
③
消
費
税

の
減
税
（
凍
結
）。
④
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
地
方

自
治
体
の
財
源
確
保
。
⑤

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
の

決
断
で
す
。

市
当
局
は
、
市
長
に
伝

え
る
旨
の
回
答
に
止
ま
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
市
長

の
コ
ロ
ナ
対
策
が
市
民
ひ

と
り
一
人
に
行
き
届
く
も

の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

第
２
回
街
角
な
ん
で
も
相

談
日
程
　
６
月
２７
日（
日
）

１３
：
００
～
１５
：
３０

場
所
　
吉
塚
緑
地
公
園

（
吉
塚
駅
東
口
前
）

第
６１
回
福
岡
地
区
労
連
評

議
員
会

日
程
　
７
／
１０
（
土
）

１３
：
００
開
場

１３
：
３０
～
１７
：
００

争
議
支
援
行
動

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
２０
条
裁

判
　
進
行
協
議

６
月
８
日
福
岡
地
裁
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ

目
の
緊
急
事
態
宣
言
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
４

波
が
押
し
寄
せ
る
中
で
、

裁
判
傍
聴
も
大
き
く
制
限

さ
れ
、
裁
判
報
告
集
会
会

場
も
閉
鎖
と
な
る
中
で
の

判
決
を
迎
え
ま
し
た
。

弁
護
士
会
館
大
会
議
室

に
場
所
を
変
え
た
報
告
集

会
は
８０
人
が
集
ま
り
、
い

か
ん
よ
貧
困
・
福
岡
の
会

・
井
下
代
表
は
、
主
催
者

あ
い
さ
つ
で
「
大
阪
地
裁

の
判
決
と
真
逆
の
判
決
と

な
っ
た
。
司
法
の
責
任
の

放
棄
で
あ
る
。
今
回
の
判

決
に
対
す
る
こ
の
怒
り
を

共
有
し
て
、
さ
ら
に
一
緒

に
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
原

告
と
参
加
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

判
決
内
容
に
つ
い
て
、

弁
護
団
の
星
野
弁
護
士
よ

り
報
告
が
あ
り
「
名
古
屋

判
決
、
札
幌
判
決
と
ほ
ぼ

同
一
の
内
容
だ
。
歪
み
と

デ
フ
レ
の
二
つ
の
調
整
に

つ
い
て
、『
下
げ
る
と
い

う
判
断
』
は
厚
労
大
臣
の

裁
量
権
の
範
囲
と
形
だ
け

を
認
め
た
中
身
と
な
っ
て

い
る
。
名
古
屋
や
札
幌
地

裁
の
判
決
を
踏
襲
し
、
名

古
屋
判
決
と
表
現
ま
で
一

緒
に
な
っ
て
い
る
」
と
怒

り
を
込
め
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。「
原
告
団
は
、

控
訴
を
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
デ
フ
レ
調
整
が
ど
う

い
う
根
拠
な
の
か
、
大
阪

判
決
の
良
い
所
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
頑
張
る
。
引

き
続
き
闘
い
は
続
く
。
弁

護
団
は
頑
張
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

報
告
集
会
は
、
声
明
文

を
小
川
さ
ん
・
福
岡
県
労

連
事
務
局
次
長
が
読
み
上

げ
て
提
案
し
、
判
決
に
対

す
る
「
声
明
」
の
採
択
を

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

�

（
自
治
労
連
　
懸
谷
）

「市民の会」がコロナ第４波で
市長申し入れ
検査と補償の拡充を急げ

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

（
神
奈
川
、東
京
、京
都
、

大
阪
１
陣
）
の
最
高
裁
判

決
が
、
５
月
１７
日
に
下
さ

れ
、
国
・
建
材
企
業
の
賠

償
責
任
が
確
定
。
労
働
者

と
同
じ
よ
う
に
現
場
で
働

い
た
「
一
人
親
方
」
も
国

の
賠
償
責
任
を
求
め
ま
し

た
。
１３
年（
九
州
は
１０
年
）

に
及
ぶ
長
い
闘
い
は
、
大

き
な
前
進
を
納
め
ま
し

た
。
特
に
、建
材
企
業
は
、

警
告
表
示
義
務
を
有
し
て

お
り
、
個
別
に
被
害
発
生

に
、
ど
の
程
度
影

響
を
与
え
た
か
明

ら
か
で
な
い
も
の

の
、
共
同
不
法
行

為
と
し
て
各
被
害

の
３
分
の
１
に
つ

い
て
連
帯
し
て
賠

償
す
る
義
務
を
負

う
と
い
う
も
の
で

し
た
。

翌
１８
日
に
は
、

原
告
と
政
府
が
「
補
償
基

金
創
設
」
で
合
意
。
菅
首

相
が
謝
罪
を
行
い
、
そ
の

様
子
が
全
国
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

１７
日
に
は
、
最
高
裁
の

判
決
を
福
岡
市
の
博
多
バ

ス
セ
ン
タ
ー
で
「
同
時
集

会
」
を
行
い
、
原
告
、
組

合
、
弁
護
士
な
ど
が
判
決

を
聞
き
、
判
決
勝
利
を
う

け
て
万
歳
三
唱
を
行
い
ま

し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
菅
）

〈
ア
ス
ベ
ス
ト
最
高
裁
判
決
〉

菅
首
相
が
謝
罪
　
国
と
建
材

企
業
は「
補
償
基
金
創
設
」を

こ
ん
な
判
決
に
は
負
け
ら
れ
な
い

誇
り
を
も
っ
て
引
き
続
き
闘
う

〈
生
活
保
護
基
準
引
下
げ
違
憲
訴
訟
〉

歴史的勝利の旗だし（最高裁判所前）

最高裁判決をよろこぶ原告団

コロナ禍の市民要求を要請

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


